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〔編集〕原水爆禁止大阪府協議会 大阪市中央区谷町７－３－４ 新谷町第3ビル210号

13時30分 受付開始
14時～ 講義「核兵器のない世界の実現をめ

ざして」講師 冨田宏治さん
15時30分～ 講義「原爆症認定訴訟問題の現

状と課題」講師 愛須勝也さん
18時～ 夕食交流会

10時～ 講義 「2012年の原水爆禁止運動の展
望と課題」講師 高草木博さん

全日程参加は15000円（受講料、
宿泊費、夕食・朝食代、会場費）

※ 参加申込みは、1月15日までに大阪原水
協まで

新年あけましておめでとうございます。

核兵器廃絶をめぐる情勢では、「核保有国は自国の核兵

器廃絶をやり遂げるという明確な約束を確認し、すべて

の国が核兵器のない世界を達成する『枠組み』を作るた

めに特別の努力を行う」という2010年ＮＰＴ再検討会議

での最終合意を踏まえて、昨年秋の国連総会では非同盟

運動に参加する１１８カ国代表が「核抑止力」の誤りを

厳しく批判して「期限をきった核兵器廃絶のため、その

方法と手段を探求する国際会議の開催」を提案。また非

核中東地帯の実現に向けた会議開催など一層の具体化が

進んできています。

確信にしたいのは、こうした国際政治での核兵器廃絶に向けた前進は、私たち『草の根

運動』と心ある政府、国連などとの共同の成果だということです。それは昨年の原水爆禁

止世界大会に寄せられた「わたし(潘基文)は核兵器のない世界という大義の実現のために

みなさんをパートナーとして共に活動できることを誇りに思います」という国連事務総長

の私たちへのすばらしいメッセージに端的に示されています。

それだけに、こうした国際的な流れに逆行しアメリカの「核抑止力」にしがみつき核兵

器廃絶を「究極課題」においやっている、日本のひどい政治を変える闘いを強めなければ

なりません。

大阪原水協は、今年３月「大阪原水協５０年史」を発刊しますが、その歴史は現在に生

かすべき教訓にあふれています。その歴史と核兵器廃絶にむけた激動の情勢の進展を学び

あいましょう。自治体とも連携を強め、地域ぐるみ・職場ぐるみの取組みで「核兵器全面

禁止のアピール」署名の大阪１００万筆目標を早期にやりとげ、核兵器禁止条約の締結に

向けた大きなうねりをつくりだしましょう。

内外情勢が歴史的岐路にあるもとで、決意も新たに核兵器のない憲法が生きる平和な日本

と世界の実現にむけて共に力をあわせましょう。

２０１０年核不拡散条約（NPT）再検討会議の成果を経て、核兵器禁止条約への具体的

進展を求める声はさらに大きく広がり、２０１２年は春から次のNPT再検討会議プロセス

に向かっていかねばなりません。

２０１２年３・１ビキニデーはそのための全国的な行動の出発点です。大阪から５０人

の代表団を送り出すべく、代表派遣の取り組みを年初から開始しましょう。

【 ３・１ビキニデーの日程 】
２月２８日（火）国際交流会議（希望者のみ）

２月２９日（水）全体会・分科会

３月 １日（木）墓参行進、ビキニデー集会

参加費用 ４万１６０円（分担金、宿泊費、交通費含む）

参加申し込み ２月２４日(木)までに大阪原水協へ

全て大阪地裁ですが、裁判内容によっ

て法廷が変わりますのでご注意下さい。

◎ 1月20日（金）午後1時10分～

1007号法廷

損害賠償訴訟・湯浅さん判決日

◎ 1月26日（木）午後4時

806号法廷

新・却下取り消し訴訟（第8回）

◎ 2月22日（水）午前10時30分～11時

202号法廷

義務付け訴訟

◎ 3月27日（火）午前11時30分～12時

806号法廷

新・却下取り消し訴訟（第9回）

大震災・津波被害者救援に全力を
―福島原発事故の放射能被害者救済を最
優先に―原水協は訴えます！


